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〈今月の紙面〉

第748号（1）

菊
地
文
夫
氏
を

新
理
事
に
選
任

全
国
開
拓
振
興
協
会

Ｊ
ミ
ル
ク
は
７
月
３１
日
、

２０
年
度
の
生
乳
生
産
量
と
第

３
四
半
期
ま
で（
４
〜
１２
月
）

の
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
見
通

し
を
発
表
し
た
。
全
国
の
生

乳
生
産
量
は
、
前
回
見
通
し

（
５
月
）
よ
り
０
・
５
㌽
下

方
修
正
し
た
も
の
の
、
前
年

度
比
０
・
９
％
増
の
７
４
２

万
５
千
㌧
と
、
２
年
連
続
の

増
産
を
見
込
ん
だ
。

生
乳
生
産
量
の
見
通
し
を

地
域
別
に
み
る
と
、
北
海
道

は
１
・
９
％
増
の
４
１
７
万

１
千
㌧
、
都
府
県
は
０
・
５

％
減
の
３
２
５
万
５
千
㌧
。

前
回
見
通
し
に
比
べ
、
北
海

道
の
伸
び
率
は
１
・
３
㌽
縮

小
す
る
も
の
の
、
都
府
県
の

減
少
幅
が
０
・
４
㌽
圧
縮
す

る
見
通
し
。
都
府
県
の
第
１

四
半
期
の
生
産
量
（
実
績
）

は
前
年
同
期
比
０
・
６
％
増

と
、
前
回
見
通
し
を
０
・
８

㌽
上
回
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
再
拡
大
し
て
お
り
、

牛
乳
乳
製
品
の
需
給
動
向
を

見
通
す
こ
と
は
難
し
い
状

況
。
生
乳
生
産
量
以
外
は
、

第
３
四
半
期
ま
で
の
見
通
し

に
と
ど
め
た
。

牛
乳
等
生
産
量
の
う
ち
、

牛
乳
類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、

成
分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）

は
前
年
同
期
比
０
・
６
％
増

の
３
６
２
万
㌔
㍑
。
牛
乳
は

学
乳
が
再
開
さ
れ
た
６
月
以

降
、
前
年
を
上
回
り
、
１
・

２
％
増
の
２
４
３
万
７
千
㌔

㍑
の
見
込
み
。は
っ
酵
乳
は
、

３
・
４
％
増
の
７９
万
６
千
㌔

㍑
を
見
込
ん
で
い
る
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
は
、

北
海
道
か
ら
の
移
入
量
（
道

外
移
出
量
）
が
飲
用
需
要
期

の
７
〜
１０
月
に
か
け
て
大
幅

に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
１２
月
末
時
点
で
４
・
８

％
増
の
４５
万
７
千
㌧
に
な
る

見
通
し
。

乳
製
品
の
需
給
に
つ
い
て

は
、
脱
脂
粉
乳
、
バ
タ
ー
と

も
に
業
務
用
需
要
が
低
迷
し

た
こ
と
か
ら
、
在
庫
が
高
水

準
と
な
っ
て
い
る
。
脱
脂
粉

乳
の
１２
月
末
時
点
の
在
庫
量

は
、
前
年
同
期
比
１３
・
２
％

増
の
７
万
８
５
０
０
㌧
の
見

込
み
。
政
策
で
、
飼
料
用
等

で
活
用
す
る
取
り
組
み
へ
の

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
約
２
万
㌧
削

減
さ
れ
る
見
通
し
。

バ
タ
ー
の
１２
月
末
時
点
の

在
庫
量
は
３８
・
０
％
増
の
３

万
２
６
０
０
㌧
と
、
年
末
の

最
需
要
期
も
高
水
準
の
見
通

し
。
な
お
、
３
月
以
降
消
費

が
急
増
し
た
家
庭
用
バ
タ
ー

は
、
引
き
続
き
堅
調
に
推
移

す
る
と
見
通
し
、
同
時
点
で

１４
・
８
％
増
の
１
万
５
３
０

０
㌧
を
見
込
ん
で
い
る
。

都
府
県
の
飲
用
需
給
は
、

例
年
以
上
に
ひ
っ
迫
基
調
で

推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
都
府

県
の
需
要
に
最
大
限
応
え
る

べ
く
、
生
産
現
場
で
の
暑
熱

対
策
な
ど
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給

率
は
、
米
の
消
費
減
少
や
魚

介
類
の
不
漁
が
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
な
っ
た
が
、
好
天
に
よ

る
小
麦
の
単
収
増
加
な
ど
が

寄
与
し
、
上
昇
し
た
。

生
産
額
ベ
ー
ス
の
自
給
率

は
６６
％
で
、
前
年
度
と
同
じ

だ
っ
た
。
国
産
豚
肉
の
単
価

上
昇
や
小
麦
の
生
産
量
の
増

加
が
プ
ラ
ス
要
因
と
な
っ
た

が
、
野
菜
の
増
収
に
伴
う
単

価
下
落
や
魚
介
類
の
不
漁
な

ど
が
影
響
し
た
。

品
目
別
の
自
給
率
（
重
量

ベ
ー
ス
）
は
、
米
が
前
年
度

と
同
じ
９７
％
、
小
麦
は
４
㌽

上
昇
の
１６
％
で
、
大
豆
は
前

年
度
と
同
じ
６
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
野
菜
は
１
㌽
上
昇
の

７９
％
、
果
実
は
前
年
度
と
同

じ
３８
％
だ
っ
た
。

飼
料
自
給
率｛
Ｔ
Ｄ
Ｎ（
可

消
化
養
分
総
量
）
換
算
で
算

出
｝
は
、
前
年
度
と
同
じ
２５

％
だ
っ
た
。
国
産
畜
産
物
の

増
加
に
よ
る
飼
料
需
要
の
増

加
に
対
し
、
前
年
産
に
比
べ

て
天
候
被
害
の
発
生
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
国
産
飼
料
も

や
や
増
加
し
た
。
う
ち
、
粗

飼
料
自
給
率
は
１
㌽
上
昇
の

７７
％
、
濃
厚
飼
料
自
給
率
は

前
年
度
と
同
じ
１２
％
と
な
っ

て
い
る
。

飼
料
自
給
率
を
反
映
し
な

い
「
食
料
国
産
率
」
を
新
た

に
示
し
た
。
飼
料
が
国
産
か

輸
入
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
食

料
全
体
の
供
給
に
占
め
る
国

内
生
産
の
割
合
を
み
た
も

の
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は

食
料
自
給
率
よ
り
９
㌽
高
い

４７
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
は

３
㌽
高
い
６９
％
と
な
っ
た
。

食
料
自
給
率
を
高
め
る
に

は
、
飼
料
自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

食
料
自
給
力
指
標
は
、「
国

内
生
産
の
み
で
、
ど
れ
だ
け

の
食
料
（
カ
ロ
リ
ー
）
を
最

大
限
生
産
す
る
こ
と
が
可
能

か
」
（
潜
在
生
産
能
力
）
を

把
握
す
る
た
め
に
試
算
。
米

・
小
麦
中
心
の
作
付
け
の
場

合
は
１
人
１
日
当
た
り
１
７

５
４
㌔
㌍
で
前
年
度
よ
り
２７

㌔
㌍
増
加
し
、
イ
モ
類
中
心

の
作
付
け
の
場
合
は
２
５
３

７
㌔
㌍
で
９
㌔
㌍
減
少
し

た
。
結
果
、
イ
モ
類
中
心
の

作
付
け
で
は
推
定
エ
ネ
ル
ギ

ー
必
要
量
２
１
６
８
㌔
㌍
を

上
回
っ
た
が
、
現
実
の
食
生

活
に
近
い
米
・
小
麦
中
心
の

作
付
け
で
は
下
回
っ
た
。

１９
年
度
の
農
地
面
積
は
４

３
９
万
７
千
㌶
で
、
前
年
度

よ
り
２
万
３
千
㌶
減
少
し

た
。
食
料
自
給
力
の
維
持
・

向
上
の
た
め
、農
地
の
確
保
、

単
収
向
上
に
加
え
、
労
働
力

の
確
保
や
省
力
化
技
術
な
ど

も
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

食
料
自
給
率
の
目
標
は
、

食
料
安
全
保
障
上
の
基
礎
的

な
指
標
と
な
る
。
自
給
率
は

長
期
的
に
は
低
下
傾
向
に
あ

り
、
近
年
は
低
水
準
の
横
ば

い
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
１０
年

連
続
で
４０
％
を
下
回
っ
た
。

農
業
政
策
の
指
針
と
な
る

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
（
２０
年
３
月
策
定
）

で
は
、
３０
（
令
和
１２
）
年
度

の
自
給
率
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
４５
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス

で
７５
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
現
状
は
、
目
標
と

の
隔
た
り
が
大
き
い
。
目
標

達
成
の
た
め
、
各
種
施
策
で

農
業
の
生
産
基
盤
強
化
や
国

産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

農
水
省
は
８
月
５
日
、
１９
年
度
の
食
料
自
給
率
及
び
食

料
自
給
力
指
標
を
公
表
し
た
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
前
年
度
か
ら
１
㌽
上
昇
し
、３８
％
と
な
っ
た（
１

人
１
日
当
た
り
供
給
熱
量
２
４
２
６
㌔
㌍
の
う
ち
、
１
人

１
日
当
た
り
国
産
供
給
熱
量
は
９
１
８
㌔
㌍
）
。
前
年
度

を
上
回
っ
た
の
は
、
０８
年
以
来
１１
年
ぶ
り
。
だ
が
、
過
去

最
低
水
準
だ
っ
た
前
年
度
か
ら
の
上
昇
は
小
幅
に
と
ど
ま

り
、
依
然
と
し
て
低
水
準
が
続
い
て
い
る
。

西
谷
悟
郎
全
国
開
拓
振
興

協
会
会
長
は
７
月
１７
日
、
会

員
に
提
案
書
（
第
１
号
議
案

＝
基
本
財
産
取
り
崩
し
承
認

の
件
、
第
２
号
議
案
＝
理
事

１
名
選
任
の
件
）
を
発
出
し

た
。
７
月
３１
日
ま
で
に
全
会

員
の
同
意
（
賛
成
）
が
得
ら

れ
た
。

第
２
号
議
案
は
、
平
嶋
勝

博
理
事
の
退
任
に
伴
う
補
欠

選
任
。
新
理
事
に
、
全
日
本

開
拓
者
連
盟
委
員
長
の
菊
地

文
夫
氏
（
栃
木
県
開
拓
農
協

代
表
理
事
組
合
長
）
が
選
任

さ
れ
た
。

今
年
度
の
講
演

会
事
業
を
中
止

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
、

今
年
度
の
研
修
事
業
の
う

ち
、
講
演
会
事
業
を
取
り
止

め
る
。１０
月
中
旬
に
開
催（
会

場
：
福
岡
市
）
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
全
国
的
な
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年
度

は
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

農
水
省
は
７
月
３０
日
、
令

和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
農

林
水
産
関
係
被
害
へ
の
支
援

対
策
を
発
表
し
た
。
被
災
し

た
農
林
漁
業
者
が
一
日
も
早

く
経
営
再
建
で
き
る
よ
う

に
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
豪
雨
で
、
河
川
の

氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
が
広

い
地
域
で
発
生
し
、
果
樹
、

水
稲
、
葉
た
ば
こ
へ
の
土
砂

流
入
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
機

械
、
畜
産
物
処
理
加
工
施
設

の
損
壊
、
林
地
荒
廃

な
ど
で
広
範
囲
に
わ

た
り
大
き
な
被
害
が

出
た
。
経
営
再
建
に

向
け
、
被
災
し
た
農

林
漁
業
者
を
生
活
・

生
業
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
よ
り
支
援
す

る
。パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
盛

り
込
む
対
策
は
、
農

地
等
に
堆
積
し
た
土

砂
等
の
撤
去
に
対
す

る
支
援
、
再
度
災
害

防
止
の
観
点
を
踏
ま

え
た
農
地
等
の
早
期

復
旧
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
・
機

械
等
の
導
入
支
援
、
営
農
再

開
に
向
け
た
支
援
な
ど
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く

り
総
合
支
援
交
付
金
（
被
災

農
業
者
支
援
型
）を
発
動
し
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
・
機
械
等
の

再
建
、
修
繕
、
再
取
得
を
支

援
す
る
。
事
前
着
工
も
可
能

と
す
る
。

酪
農
・
畜
産
関
係
で
は
、

機
械
・
畜
舎
等
に
つ
い
て
、

被
災
後
も
営
農
を
や
め
る
こ

と
な
く
再
開
し
よ
う
と
す
る

者
と
し
て
市
町
村
が
認
め
る

者
を
対
象
に
、
補
助
率
を
引

き
上
げ
て
事
業
費
の
２
分
の

１
を
支
援
す
る
。

営
農
再
開
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て
は
、
経
営
継
続
を

支
援
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
対
応
す
る
。

▽
簡
易
畜
舎
等
の
整
備
、

畜
舎
や
機
械
等
の
簡
易
な
修

理
、
土
砂
・
が
れ
き
等
の
撤

去
等
に
要
す
る
経
費
を
助
成

（
畜
産
経
営
災
害
総
合
対
策

緊
急
支
援
事
業
）
。

▽
被
災
家
畜
の
避

難
・
預
託
、
死
亡
し

た
繁
殖
用
家
畜
・
乳

用
牛
の
代
替
家
畜
の

導
入
を
支
援（
同
）。

▽
不
足
す
る
粗
飼

料
を
購
入
す
る
場
合

等
に
要
す
る
経
費
を

助
成
（
同
）
。

▽
停
電
時
に
緊
急

的
に
行
っ
た
非
常
用

電
源
の
確
保
等
に
要

す
る
経
費
を
助
成

（
同
）
。

▽
乳
牛
に
対
す
る

乳
房
炎
の
治
療
・
予

防
管
理
等
に
要
す
る
経
費
を

助
成
（
同
）
。

▽
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
被
災

農
家
へ
の
出
役
を
支
援
（
酪

農
経
営
支
援
総
合
対
策
事

業
）
。

ま
た
、
被
災
し
た
畜
産
農

家
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る

た
め
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安

定
交
付
金（
牛
マ
ル
キ
ン
）、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
に
お
け
る
生
産

者
負
担
金
の
納
付
猶
予
な
ど

を
実
施
す
る
。

直近５年の食料自給率等の動向
（％、万 ha）

２０３０
目標
４５
７５
３４
４１４

２０１９

３８
６６
２５
４４０

２０１８

３７
６６
２５
４４２

２０１７

３８
６６
２６
４４４

２０１６

３８
６８
２７
４４７

２０１５

３９
６６
２８
４５０

年度

カロリーベース
生産額ベース
飼料自給率
農地面積

（千トン）

都府県
前年比
１００．３%
１０１．３%
１００．２%
９７．８%
９９．９%
９９．９%
１００．４%
１００．３%
９９．９%
９９．８%
９５．７%
９８．８%
１００．６%
９９．２%
１００．２%
９８．１%
９９．５%

２０２０年度の地域別生乳生産量（見通し）

２８９
２９６
２７４
２６４
２５５
２５２
２６５
２５９
２７３
２７８
２５７
２９２
８５９
７７１
７９７
８２８

３，２５５

北海道
前年比
１０３．１%
１０２．７%
１０１．２%
１０１．１%
１０２．１%
１０１．４%
１０１．９%
１０２．０%
１０２．３%
１０３．０%
９９．３%
１０２．９%
１０２．３%
１０１．５%
１０２．１%
１０１．８%
１０１．９%

３４５
３６１
３５０
３５７
３４８
３３６
３４４
３３３
３５１
３５６
３２６
３６４

１，０５６
１，０４０
１，０２９
１，０４６
４，１７１

全国

前年比
１０１．８%
１０２．０%
１００．７%
９９．７%
１０１．１%
１００．７%
１０１．２%
１０１．２%
１０１．３%
１０１．５%
９７．７%
１０１．０%
１０１．５%
１００．５%
１０１．２%
１００．１%
１００．９%

６３４
６５７
６２３
６２１
６０２
５８８
６０９
５９３
６２４
６３４
５８３
６５６

１，９１５
１，８１１
１，８２６
１，８７４
７，４２５

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

第１四半期
第２四半期
第３四半期
第４四半期
年度計

１９
年
度
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
３８
％

１
㌽
上
昇
も
低
水
準
が
続
く

酪農・畜産経営継続を支援
７月豪雨被害への対策

生
乳
生
産
２
年
連
続
増
の
見
通
し

２０
年
度
都
府
県
の
飲
用
需
給
ひ
っ
迫
か

・「食料・農業 知っておきたい話」―８８―（２面）
・チーズ総消費量、５年連続で最高更新 （３面）
・０８～１８年調査 レタスの購入量が増加傾向

（４面）
・ハウス栽培の台風対策 （５面）
・初産牛 分娩後体重上限６５０㎏、一乳期高栄養で

（６面）
・黒毛和種 ゲノミック評価高い個体が成績良好

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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今
回
は
、
家
畜
の
飼
養
衛

生
基
準
の
改
定
に
お
け
る

「
放
牧
中
止
」
案
を
め
ぐ
る

騒
動
の
顛
末
か
ら
、
畜
産
・

酪
農
に
お
け
る
放
牧
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
放
牧
中
止
」案

の
驚
き
と
、
そ

の
削
除
の
驚
き

豚
熱
の
防
疫
強
化
策
と
し

て
国
が
改
定
す
る
「
飼
養
衛

生
管
理
基
準
」
案
（
２
０
２

０
年
５
月
公
表
）
に
「
放
牧

中
止
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
で
、反
対
世
論
が
噴
出
し
、

６
月
に
提
示
さ
れ
た
最
終
案

か
ら
削
除
さ
れ
る
顛
末
が
あ

っ
た
。

国
民
か
ら
の
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
募
集

は「
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
」で
、

そ
れ
で
当
初
案
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
は
通
常
は
ま
ず
な
い

が
、
そ
の
意
味
で
は
、
異
例

の
展
開
と
な
っ
た
。

基
準
の
改
定
案
に
は
、「
大

臣
指
定
地
域
に
指
定
さ
れ
た

場
合
の
放
牧
場
、
パ
ド
ッ
ク

等
に
お
け
る
舎
外
飼
養
の
中

止
」
、
「
放
牧
の
停
止
又
は

制
限
が
あ
っ
た
場
合
に
家
畜

を
飼
養
で
き
る
畜
舎
の
確

保
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

た
め
、
放
牧
農
家
か
ら
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
的
な
疑
問
の

声
が
上
が
っ
た
。

放
牧
は
、
ア
ニ
マ
ル
・
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
（
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
）

の
最
重
要
要
素
の
ひ
と
つ

で
、
土
地
面
積
の
確
保
が
困

難
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本

は
世
界
的
に
も
、
そ
の
推
進

が
遅
れ
て
い
る
。
日
本
政
府

が
現
在
取
得
を
推
奨
し
て
い

る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農

業
生
産
工
程
管
理
）
な
ど
の

重
要
項
目
に
も
な
っ
て
い

る
。何

よ
り
、
家
畜
が
快
適
な

環
境
で
健
康
的
に
育
つ
こ
と

が
病
気
を
防
ぐ
基
本
中
の
基

本
で
あ
る
。
工
場
型
の
メ
ガ

・
ギ
ガ
畜
産
が
増
え
、
「
３

密
」
の
舎
飼
い
が
む
し
ろ
拡

大
し
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、

感
染
症
の
原
因
で
あ
り
、
そ

の
意
味
か
ら
も
、
放
牧
禁
止

は
、
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。

ス
イ
ス
で
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
ア
ニ

マ
ル
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
、
バ

イ
オ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
生

物
多
様
性
）
、
景
観
等
へ
の

取
り
組
み
を
よ
り
徹
底
す
れ

ば
、
価
格
は
割
高
で
も
消
費

者
は
納
得
し
て
買
っ
て
く
れ

る
と
い
う
。
環
境
に
も
、
人

に
も
、
動
物
に
も
、
そ
の
他

の
生
き
物
に
も
、
景
観
に
も

優
し
く
生
産
さ
れ
た
農
産
物

は
、
で
き
た
も
の
も
、
ホ
ン

モ
ノ
で
、
安
全
で
お
い
し
い

と
い
う
感
覚
で
あ
る
。

そ
う
し
た
消
費
者
の
「
買

い
支
え
」
に
加
え
て
、
筆
者

ら
が
２
０
０
８
年
に
訪
問
し

た
農
家
で
は
、
豚
の
食
事
場

所
と
寝
床
を
区
分
し
、
外
に

も
自
由
に
出
て
行
け
る
よ
う

に
飼
う
と
２
３
０
万
円
、
草

刈
り
を
し
、
木
を
切
り
、
雑

木
林
化
を
防
ぐ
こ
と
で
、
草

地
の
生
物
種
を
２０
種
類
か
ら

７０
種
類
に
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
に
対

し
て
１
７
０
万
円
、
と
い
う

よ
う
な
形
で
財
政
か
ら
の
直

接
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い

た
。
放
牧
は
補
助
金
で
推
進

す
る
の
が
諸
外
国
の
政
策
で

あ
る
。

改
定
案
に
対
し
て
は
、
５

月
１３
日
〜
６
月
１１
日
に
か
け

て
パ
ブ
コ
メ
募
集
が
行
わ

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
最
終

案
か
ら「
舎
外
飼
養
の
中
止
」

が
削
除
さ
れ
、
「
畜
舎
の
確

保
」
は
「
避
難
用
の
設
備
の

確
保
」
に
変
更
さ
れ
、
「
夜

間
に
パ
イ
プ
な
ど
で
囲
い
、

豚
を
ま
と
め
て
管
理
で
き
れ

ば
よ
く
、
新
た
に
畜
舎
を
建

て
る
必
要
は
な
い
」
こ
と
と

し
た
。

筆
者
が
過
去
に
経
験
し
た

か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
膨
大

な
パ
ブ
コ
メ
が
席
上
配
布
さ

れ
て
、紹
介
さ
れ
て
終
わ
り
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん

ど
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
当

初
案
の
変
更
と
い
っ
た
こ
と

が
審
議
会
で
議
論
さ
れ
た
記

憶
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
行
政
の

柔
軟
性
が
高
ま
っ
た
と
も
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
ほ
ど
に
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

世
論
形
成
力
が
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。
今

後
の
政
策
議
論
の
展
開
の
仕

方
に
示
唆
的
で
あ
る
。

今
回
の
議
論
は
養
豚
だ
け

で
は
な
い
。
以
前
に
本
コ
ラ

ム
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
牛

が
十
分
に
運
動
で
き
る
放
牧

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
に
頭
数

を
増
加
す
る
と
、
牛
が
快
適

で
な
い
だ
け
で
な
く
、
ふ
ん

尿
の
過
投
入
で
、
硝
酸
態
窒

素
の
多
い
牧
草
に
よ
っ
て
牛

が
酸
欠
症
で
バ
タ
リ
と
倒
れ

て
死
亡
し
て
し
ま
う
。

ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
（
遺

伝
子
組
み
換
え
牛

成
長
ホ
ル
モ
ン
）

は
、
牛
を
酷
使
し
て
効
率
を

追
求
し
よ
う
と
す
る
技
術
の

代
表
格
で
あ
る
が
、米
国
で
、

絶
対
に
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
立
腺
ガ
ン
や
乳
ガ
ン
の
確

率
が
高
ま
る
と
の
デ
ー
タ
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
結

局
、
牛
に
無
理
を
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ツ
ケ
は

人
に
も
波
及
し
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）

も
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
た
。

牛
乳
の
成
分
を
高
め
る
た
め

に
、
通
常
な
ら
草
を
主
体
に

す
る
牛
の
食
生
活
を
人
為
的

に
変
更
し
て
し
ま
っ
た
ツ
ケ

と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
自

然
の
摂
理
に
逆
ら
う
こ
と

が
、
環
境
や
牛
の
健
康
や
人

の
健
康
に
様
々
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

経
営
効
率
を
優
先
す
る
こ

と
は
大
事
だ
が
、
牛
を
酷
使

し
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
、

回
り
ま
わ
っ
て
人
の
健
康
を

む
し
ば

も
蝕
む
な
ら
ば
、
そ
れ
で
儲

か
っ
て
何
に
な
る
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
り
に

目
先
の
業
界
の
利
益
に
は
な

っ
て
も
、
全
員
で
「
泥
船
」

に
乗
っ
て
沈
ん
で
い
く
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

長
期
的
に
は
、
本
当
の
意
味

で
の
経
営
効
率
を
追
求
し
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
経
営
の
成
立
・

存
続
と
牛
や
豚
の
健
康
は
矛

盾
す
る
の
で
は
な
く
、
牛
や

豚
を
大
切
に
し
、
健
康
な
牛

や
豚
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
、
経
営
も
長
期
的
に
は

成
り
立
た
な
い
。
牛
や
豚
に

も
、
人
に
も
、
環
境
に
も
優

し
い
酪
農
・
畜
産
は
経
営
効

率
と
も
矛
盾
し
な
い
の
だ
。

草
地
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る

こ
と
は
、
人
々
に
も
安
ら
ぎ

を
与
え
、
二
酸
化
炭
素
を
土

壌
中
に
貯
留
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
空
気
中
へ
の
排
出
を
削

減
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
も
貢
献
す
る
。

牛
に
と
っ
て
理
想
の
環
境

は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
「
外

気
と
同
じ
品
質
の
空
気
」
、

「
草
原
と
同
じ
機
能
を
持
っ

た
牛
床
」、「
食
う
、
飲
む
、

横
臥
の
自
由
」
（
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
菊
地
実
氏
）
。
放

牧
経
営
が
一
番
の
理
想
型
と

い
え
る
が
、
我
々
に
必
要
な

考
え
方
は
、
少
し
で
も
「
理

想
に
近
づ
け
る
」
こ
と
で
あ

る
。牛

や
豚
に
も
人
に
も
環
境

に
も
優
し
い
こ
と
こ
そ
が
、

実
は
、
長
期
的
・
総
合
的

に
、
高
い
生
産
性

を
得
る
最
良
の
方

法
で
あ
り
、
社
会

全
体
に
も
貢
献
で
き
る
道
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

環
境
に
優
し
い
と
い
う
効

果
は
、
社
会
に
メ
リ
ッ
ト
を

提
供
し
て
い
る
が
、通
常
は
、

そ
の
対
価
が
農
家
に
は
支
払

わ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
欧
米
の
よ
う
に
、
も
っ

と
政
策
的
支
援
（
社
会
貢
献

へ
の
対
価
の
支
払
い
）
も
強

化
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

農
水
省
は
７
月
３０
日
、
都

内
で
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
審
議
会
食
糧
部
会
を
開

き
、
「
米
穀
の
需
給
及
び
価

格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指

針
」
を
諮
問
。
同
省
が
示
し

た
主
食
用
米
の
需
給
見
通
し

な
ど
の
基
本
指
針
案
が
了
承

さ
れ
た
。
６
月
末
の
主
食
用

米
の
在
庫
が
２
０
０
万
㌧
を

超
え
、
米
価
が
下
落
す
る
可

能
性
が
出
て
き
た
。

１９
／
２０
年
（
１９
年
７
月
〜

２０
年
６
月
）
の
主
食
用
米
の

需
要
実
績
は
、
前
年
の
７
３

５
万
㌧
か
ら
２２
万
㌧
減
の
７

１
３
万
㌧
（
速
報
値
）
と
な

っ
た
。
１９
年
産
の
相
対
取
引

価
格
（
全
銘
柄
平
均
）
は
、

６０
㌔
１
万
５
７
３
５
円
で
、

１７
年
産
以
降
、
１
万
５
千
円

超
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
主
食
用

米
の
需
要
は
停
滞

し
て
お
り
、
需
要

量
は
年
間
１０
万
㌧

程
度
減
少
し
て
い

る
。
同
省
は
今
年

３
月
時
点
で
１９
／

２０
年
の
需
要
量
を

前
年
比
８
万
㌧
減

の
７
２
７
万
㌧
と

見
通
し
て
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
外
食
な

ど
業
務
用
の
販
売
が
落
ち
込

み
、
予
想
以
上
に
需
要
が
減

っ
た
。

２０
年
６
月
末
の
民
間
在
庫

量
は
前
年
か
ら
１２
万
㌧
増
加

し
て
２
０
１
万
㌧（
速
報
値
）

と
な
っ
た
。
２
０
０
万
㌧
を

超
え
る
の
は
、
２
０
４
万
㌧

だ
っ
た
１６
年
以
来
。
今
年
３

月
の
見
通
し（
１
８
７
万
㌧
）

を
大
き
く
超
え
た
。

２０
年
産
米
の
生
産
量
は
、

３
月
の
基
本
指
針
で
設
定
し

た
適
正
生
産
量
の
７
０
９
万

〜
７
１
７
万
㌧
（
１９
年
産
比

約
１０
万
㌧
減
）
と
仮
定
。
６

月
末
の
民
間
在
庫
量
を
足
す

と
、
２０
／
２１
年
の
供
給
量
は

９
１
０
万
〜
９
１
８
万
㌧
と

な
る
（
表
）
。

２０
／
２１
年
（
２０
年
７
月
〜

２１
年
６
月
）
の
需
要
見
通
し

は
、
１
人
当
た
り
消
費
量
５６

・
８
㌔
（
推
計
値
）
に
人
口

（
同
）
を
乗
じ
て
、
７
１
５

万
㌧
と
算
出
。
供
給
量
か
ら

差
し
引
く
と
、
２１
年
６
月
末

の
民
間
在
庫
量
は
１
９
６
万

〜
２
０
４
万
㌧
と
な
る
見
通

し
。
需
給
が
安
定
す
る
と
さ

れ
る
在
庫
水
準
の
１
８
０
万

㌧
を
上
回
る
。

２０
／
２１
年
の
需
給
見
通
し

は
、
２０
年
産
米
の
生
産
量
が

１９
年
産
米
生
産
量
（
７
２
６

万
㌧
）
よ
り
減
少
す
る
こ
と

が
前
提
。
作
付
面
積
と
作
柄

状
況
で
上
振
れ
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

政
府
備
蓄
米
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
供
給
が
不
足
す
る

事
態
に
備
え
、
適
正
備
蓄
水

準
を
１
０
０
万
㌧
程
度
（
６

月
末
）
と
し
て
保
有
し
て
い

る
（
原
則
２１
万
㌧
×
５
年
間

程
度
）
。
２０
年
６
月
末
の
在

庫
は
９１
万
㌧
、
２０
／
２１
年
産

米
の
買
い
入
れ
契
約
数
量
は

２１
万
㌧
で
、
５
年
持
越
米
か

ら
飼
料
用
な
ど
の
非
主
食
用

米
と
し
て
、
１３
万
〜
２１
万
㌧

を
売
却
す
る
。
２１
年
６
月
末

の
備
蓄
量
は
９１
万
〜
９９
万
㌧

と
な
る
。

農
水
省
は
７
月
１７
日
、
２０

年
産
の
主
食
用
米
、
戦
略
作

物
等
の
作
付
け
意
向
調
査

（
２０
年
６
月
末
時
点
）
の
結

果
を
発
表
し
た
。
主
食
用
米

の
作
付
面
積
を
「
前
年
並
み

傾
向
」
と
し
た
の
は
、
前
回

（
４
月
末
時
点
）
に
比
べ
、

主
産
地
の
北
海
道
な
ど
１０
道

県
減
っ
た
。
だ
が
、
主
産
地

の
多
く
が
前
年
並
み
傾
向
の

ま
ま
で
、
依
然
と
し
て
需
給

緩
和
が
懸
念
さ
れ
る
。

前
回
に
比
べ
、
前
年
並
み

傾
向
が
３５
都
道
府
県
か
ら
２５

都
府
県
へ
と
減
り
、
減
少
傾

向
が
１２
府
県
か
ら
２２
道
府
県

へ
と
増
え
た
。
増
加
傾
向
は

前
回
同
様
な
か
っ
た
。た
だ
、

主
産
地
の
東
北
・
関
東
・
北

陸
の
多
く
の
県
が
前
年
並
み

傾
向
で
、
同
省
は
全
国
の
作

付
面
積
に
つ
い
て
、
前
回
の

「
前
年
並
み
」
か
ら
減
る
も

の
の
、
「
微
減
」
に
と
ど
ま

る
と
推
計
し
て
い
る
。

一
方
、
転
作
は
停
滞
し
て

い
る
。
戦
略
作
物
の
う
ち
、

飼
料
用
米
の
減
少
傾
向
が
２０

道
県
か
ら
２８
道
府
県
、
加
工

用
米
で
１７
県
か
ら
２０
府
県
へ

と
増
え
た
。

主
食
用
米
の
需
要
量
は
年

間
約
１０
万
㌧
減
っ
て
い
る
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
飲

食
店
な
ど
の
業
務
用
需
要
が

大
き
く
減
っ
て
い
る
。

同
省
は
、
飼
料
用
米
な
ど

の
取
り
組
み
計
画
書
等
に
つ

い
て
、提
出
期
限
を
延
長
し
、

８
月
末
ま
で
追
加
・
変
更
を

受
け
付
け
て
い
る
。
米
価
安

定
の
た
め
に
、
「
主
食
用
米

か
ら
飼
料
用
米
な
ど
へ
の
仕

向
け
先
の
変
更
に
一
層
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
」
と
し
て

い
る
。

２０２０／２１年の主食用米等の需給見通し （万トン）

２０年６月末民間在庫量 A ２０１
２０年産主食用米等生産量 B ７０９～７１７
２０／２１年主食用米等供給量計 C＝A＋B ９１０～９１８
２０／２１年主食用米等需要量 D ７１５
２１年６月末民間在庫量 E＝C－D １９６～２０４
注１：２０年産主食用米等生産量は、各産地の６月末現在の作付け意向を踏まえると、

作柄状況等によっては、上振れする可能性がある。
注２：２０／２１年主食用米等需要量は、過去のデータを用いてトレンドで算出した２０

／２１年の１人当たり消費量（推計値）に、２０年の人口（推計値）を乗じて算
出した値であり、新型コロナウイルス感染症の状況等によっては、下振れす
る可能性がある。

１９
／
２０
年
米
の
需
要
実
績
２２
万
㌧
減

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話
第
８８
回

人
に
も
動
物
に
も
環
境
に
も
優

し
い
経
営
こ
そ
が
持
続
で
き
る

人
に
も
動
物
に
も
環
境
に
も
優

し
い
経
営
こ
そ
が
持
続
で
き
る

来
年
６
月
末
民
間
在
庫
２００
万
�
超
も

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏牛

の
健
康
が
す
べ
て
に
つ
な
が
る

主
食
用
米「
微
減
」へ

２０
年
産
の
作
付
け
意
向
調
査
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農林水産物・食品 輸出額の推移
　　　（億円）

2017年 2018年

4,9664,9664,966

355355355

2,7492,7492,749

376376376

3,0313,0313,031

+0.6％
（前年比）
+0.6％
（前年比）

5,6115,6115,611

2,8642,8642,864

193193193

1,4301,4301,430 1,0311,0311,031

4,1204,120
4,4864,486

9,1219,1219,0689,068

8,0718,071

172172172

2,9172,9172,917

農産物
5,878
農産物
5,878
農産物
5,878

林産物
370
林産物
370
林産物
370

水産物
2,873
水産物
2,873
水産物
2,873

2019年

※財務省「貿易統計」を基に農水省作成

2019年
1-6月

2020年
1-6月

▲8.2％
（前年同期比）
▲8.2％

（前年同期比）

農
水
省
は
７
月
１７
日
、「
１９

年
度
チ
ー
ズ
の
需
給
表
」
を

公
表
し
た
。
プ
ロ
セ
ス
チ
ー

ズ
の
消
費
量
は
前
年
度
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
消
費
量
が
前
年

度
を
上
回
り
、
総
消
費
量
は

５
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
た
だ
し
、
輸
入
チ

ー
ズ
の
増
加
で
、
総
消
費
量

に
占
め
る
国
産
の
割
合
（
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
ベ
ー
ス
）

は
６
年
連
続
で
低
下
し
た
。

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

の
生
産
量
は
前
年
度
比
２
・

２
％
減
の
４
万
４
３
９
６
㌧

と
３
年
連
続
で
前
年
割
れ
と

な
っ
た
。
内
訳
は
、
プ
ロ
セ

ス
チ
ー
ズ
原
料
用
が
７
・
０

％
減
の
１
万
９
４
０
１
㌧
、

同
原
料
用
以
外
（
直
接
消
費

用
、
業
務
用
、
そ
の
他
原
料

用
）
が
１
・
９
％
増
の
２
万

４
９
９
５
㌧
。

一
方
、
輸
入
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
総
量
は
２
・
６
％
増

の
２８
万
６
９
３
８
㌧
と
３
年

連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ

た
。
内
訳
は
、
プ
ロ
セ
ス
チ

ー
ズ
原
料
用
が
０
・
４
％
増

の
９
万
４
２
１
５
㌧
、
同
原

料
用
以
外
が
３
・
８
％
増
の

１９
万
２
７
２
３
㌧
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
消

費
量
は
３
・
５
％
増
の
２１
万

７
７
１
８
㌧
と
３
年
連
続
で

前
年
度
を
上
回
っ
た
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
の
消
費

量
は
１
・
５
％
減
の
１４
万
５

１
１
㌧
と
５
年
ぶ
り
に
減
っ

た
。
内
訳
は
、
国
内
生
産
量

が
０
・
９
％
減
の
１３
万
１
７

９
４
㌧
、
輸
入
量
が
９
・
６

％
減
の
８
７
１
７
㌧
。

総
消
費
量
は
前
年
度
を
１

・
５
％
上
回
る
３５
万
８
２
２

９
㌧
と
な
っ
た
。
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
が
６０
・
８
％
を
占

め
て
い
る
。

チ
ー
ズ
の
消
費
量
は
近

年
、
食
生
活
の
多
様
化
や
健

康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
だ

が
、
生
乳
生
産
量
が
減
少
傾

向
で
推
移
し
て
お
り
、
原
料

乳
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
国
内
生
産
量
が
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
輸
入
量
が
増
加
し
、
国

産
の
割
合
は
年
々
低
下
し
て

い
る
。

１９
年
度
の
プ
ロ
セ
ス
チ
ー

ズ
原
料
用
の
国
産
割
合
は
１７

・
１
％
、
総
消
費
量
の
国
産

割
合
は
１３
・
１
％
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
１
・
１
㌽
、
０
・

５
㌽
低
下
し
た
。

農
水
省
は
８
月
４
日
、
２０

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

実
績
を
発
表
し
た
。
輸
出
総

額
は
前
年
同
期
比
８
・
２
％

減
の
４
１
２
０
億
円
だ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
世
界
的
な
感
染
拡
大
で
、

外
食
・
業
務
用
需
要
が
低
迷

し
、
牛
肉
や
日
本
酒
な
ど
が

落
ち
込
ん
だ
。
一
方
、
家
庭

用
需
要
の
高
ま
り
で
米
や
牛

乳
・
乳
製
品
な
ど
が
伸
び
て

い
る
。

輸
出
額
の
内
訳
は
、
農
産

物
（
加
工
食
品
を
含
む
）
が

２
９
１
７
億
円
（
前
年
同
期

比
１
・
８
％
増
）
と
全
体
の

７０
・
８
％
を
占
め
た
。
林
産

物
は
１
７
２
億
円
（
１０
・
８

％
減
）
、
水
産
物
は
１
０
３

１
億
円
（
２７
・
９
％
減
）
だ

っ
た
。

農
産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
３

３
８
億
円
（
３
・
１
％
増
）

と
伸
び
た
。
昨
年
ま
で
順
調

に
伸
び
て
い
た
牛
肉
は
１
０

２
億
円
（
２３
・
０
％
減
）
と

減
っ
た
が
、
牛
乳
・
乳
製
品

が
１
１
４
億
円
（
２１
・
５
％

増
）
、
鶏
卵
が
２０
億
円
（
１

０
４
・
１
％
増
）
と
好
調
だ

っ
た
。

米
（
援
助
米
除
く
）
も
好

調
で
、
２８
・
９
％
増
の
２７
億

円
と
伸
び
た
。
リ
ン
ゴ
は
３９

億
円
（
２８
・
０
％
減
）
、
イ

チ
ゴ
は
１７
億
円
（
７
・
４
％

増
）
、
緑
茶
は
６９
億
円
（
５

・
４
％
減
）、
日
本
酒
は
９１
億

円（
２４
・
９
％
減
）だ
っ
た
。

国
・
地
域
別
に
み
る
と
、

香
港
８
７
９
億
円
（
１３
・
１

％
減
）
、
中
国
７
５
５
億
円

（
４
・
７
％
増
）
、
米
国
５

４
２
億
円
（
１３
・
５
％
減
）

の
順
に
多
か
っ
た
。
香
港
、

米
国
は
水
産
物
な
ど
が
減
少

し
た
。

政
府
は
輸
出
額
を
２５
年
に

２
兆
円
、
３０
年
に
５
兆
円
へ

と
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
江
藤
拓
農
水
大
臣

は
同
日
の
記
者
会
見
で
、
中

国
へ
の
牛
肉
輸
出
や
品
目
ご

と
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
に
よ

り
目
標
達
成
を
目
指
す
旨
、

説
明
し
た
。

政
府
は
７
月
１７
日
、
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
０
」
（
骨
太
の

方
針
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

農
業
分
野
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
食
料

安
全
保
障
を
確
立
す
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。

骨
太
の
方
針
は
、
政
策
や

翌
年
度
予
算
編
成
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
、
毎
年
６
月

頃
に
策
定
さ
れ
る
。今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
し
て
、
記
載
内
容

を
同
病
関
連
に
絞
り
込
ん
で

い
る
。
「
新
た
な
日
常
」
の

実
現
が
方
針
全
体
の
柱
。
そ

の
実
現
の
た
め
、
地
方
創
生

を
推
進
す
る
。
地
域
の
躍
動

に
つ
な
が
る
産
業
・
社
会
の

活
性
化
（
農
林
水
産
業
、
中

小
企
業
、観
光
等
）を
図
る
。

農
林
水
産
業
に
つ
い
て

は
、
同
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
る
国
際
的
な
食
料
の
輸

出
制
限
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
国
内
生
産
基
盤
を
維
持

・
強
化
し
、
食
料
自
給
率
・

自
給
力
の
向
上
、
食
料
備
蓄

な
ど
を
図
り
、
国
民
生
活
に

不
可
欠
な
食
料
の
安
定
供
給

を
実
現
で
き
る
「
総
合
的
な

食
料
安
全
保
障
」
を
確
立
す

る
方
針
を
掲
げ
た
。

具
体
策
と
し
て
、
加
工
食

品
や
外
食
・
中
食
向
け
原
料

の
国
産
へ
の
切
替
え
、
国
産

麦
・
大
豆
等
の
増
産
、
中
山

間
地
域
等
も
含
め
た
国
内
生

産
基
盤
の
強
化
、
ス
マ
ー
ト

農
林
水
産
業
の
技
術
開
発
や

現
場
実
装
、
食
品
産
業
と
産

地
の
連
携
・
協
業
、
物
流
拠

点
の
整
備
等
に
よ
る
フ
ー
ド

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

化
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
拡
大
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

ま
た
、
食
料
安
全
保
障
や

農
林
水
産
業
の
役
割
へ
の
国

民
理
解
を
醸
成
す
る
と
し
て

い
る
。

宮
城
県
南
部
の
刈
田
郡
蔵

王
町
北
原
尾（
き
た
は
ら
お
）

地
区
は
、
戦
後
に
南
洋
群
島

か
ら
の
引
揚
者
が
開
拓
し

た
。
現
在
、
県
内
で
も
有
数

の
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い

る
。戦

前
、
満
州
（
現
・
中
国

東
北
部
）
と
同
様
、
南
洋
群

島
に
は
多
数
の
日
本
人
が
移

住
し
た
。
戦
後
、
引
き
揚
げ

先
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
蔵
王

町
が
選
定
さ
れ
た
。
北
海
道

・
東
北
出
身
者
の
た
め
の
入

植
地
と
し
て
準
備
さ
れ
、
パ

ラ
オ
（
現
・
パ
ラ
オ
共
和

国
）
、
ロ
タ
、
テ
ニ
ア
ン
の

各
島
か
ら
、
１
９
４
６
（
昭

和
２１
）
年
３
月
に

第
１
陣
、
５
月
に

第
２
陣
が
入
植
。

最
終
的
に
３２
戸
が

定
着
し
た
。

入
植
当
時
、
地

区
名
は
な
く
、
パ

ラ
オ
か
ら
の
入
植

者
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
北
の

パ
ラ
オ
」
と
い
う

意
味
を
込
め
て
、

北
原
尾
と
名
付
け
ら
れ
た
。

入
植
地
は
標
高
４
５
０
㍍
の

雪
深
い
蔵
王
山
麓
の
国
有
林

で
、大
木
や
雑
木
が
密
生
し
、

道
路
は
幅
２
㍍
程
度
の
１
本

だ
け
だ
っ
た
。

入
植
者
は
厳
し
い
自
然
条

件
の
中
、
笹
小
屋
を
建
て
、

手
作
業
で
開
墾
を
進
め
た
。

４８
年
に
北
原
尾
開
拓
農
協
を

設
立
。
焼
き
畑
で
大
豆
、
小

麦
、
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
を
栽

培
し
た
が
、
収
量
は
少
な
か

っ
た
。
熱
帯
の
気
候
に
慣
れ

た
入
植
者
に
と
っ
て
、
高
冷

地
の
農
業
は
苦
難
の
連
続
だ

っ
た
。

５３
〜
５４
年
、
２
年
に
わ
た

る
冷
害
で
農
作
物
の
収
穫
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。一
方
、

牧
草
だ
け
は
生
育
し
た
の

で
、
経
営
の
主
体
を
酪
農
へ

転
換
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

６７
年
の
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
の
承
認
に
よ
り
、
牧
草
地

の
造
成
を
行
い
、
乳
牛
の
頭

数
が
増
え
て
い
っ
た
。

集
落
の
入
り
口
に
開
拓
記

念
碑
が
建
っ
て
い
る
。
開
拓

農
協
（
７２
年
解
散
）
を
引
き

継
い
だ
北
原
尾
農
事
組
合
が

１１
年
に
建
立
し
た
も
の
で
、

碑
銘
は
「
開
魂
」
。
碑
文
に

は
「
昭
和
二
十
一
年
春
、
パ

ラ
オ
、
ロ
タ
、
テ
ニ
ア
ン
か

ら
入
植
す
る
。
南
洋
パ
ラ
オ

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
こ
の
地

を
『
北
原
尾
』
と
命
名
す
る
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
隣
に
、

７７
年
に
北
原
尾
支
部
一
同
が

建
立
し
た
慰
霊
碑
「
牛
魂
の

碑
」
が
あ
る
。

８
月
後
半
か
ら
１０
月
下
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
団

体
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お

り
。８

月

２５
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

１
日

全
開
連
監
事
会
・
理

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

３０
日

全
開
連
理
事
会

１０
月

１
〜
２
日

全
開
連
決
算
監

査
・
監
事
会

２８
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
役
員
推
薦
会

議
・
理
事
会
・
監
事
会

２９
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
会
場
）

全
開
連
人
事

（
７
月
３１
日
付
）

退
職

酒
井
智
丞
（
東
日

本
支
所
東
京
事
業
所
）

（トン、％）

前年度比

９７．８
９３．０
１０１．９
１０２．６
１００．４
８９．３
１０３．８
１０３．５
９８．５
９９．１
９０．４
１０１．５
－
－

資料：農水省「チーズの需給表」（抜粋）

２０１９

４４，３９６
１９，４０１
２４，９９５
２８６，９３８
９４，２１５
４５，６４７
１９２，７２３
２１７，７１８
１４０，５１１
１３１，７９４
８，７１７

３５８，２２９
１７．１
１３．１

２０１８

４５，３８４
２０，８５１
２４，５３３
２７９，５６７
９３，８１５
５１，１２２
１８５，７５２
２１０，２８５
１４２，６５７
１３３，０１２
９，６４５

３５２，９４２
１８．２
１３．６

チーズの需給表
２０１７

４５，５１２
２１，７８５
２３，７２７
２６６，９７９
８７，９４１
５２，９３２
１７９，０３８
２０２，７６６
１３６，３９９
１２７，２８２
９，１１７

３３９，１６５
１９．９
１４．２

２０１５

４５，９８８
２４，１７４
２１，８１４
２４８，０５４
８０，３９２
５８，４０７
１６７，６６２
１８９，４７６
１３１，６２０
１２３，３８８
８，２３２

３２１，０９６
２３．１
１５．３

２０１０

４６，２４１
２６，３８５
１９，８５６
１８９，４６６
６４，４３９
５８，１６２
１２５，０２７
１４４，８８３
１１６，５４９
１０７，１７２
９，３７７

２６１，４３２
２９．１
１９．０

年度
項目
国産ナチュラルチーズ生産量①
プロセスチーズ原料用 ②
プロセスチーズ原料用以外③

輸入ナチュラルチーズ総量 ④
プロセスチーズ原料用 ⑤
うち関税割当内

プロセスチーズ原料用以外⑥
ナチュラルチーズ消費量⑦＝③＋⑥
プロセスチーズ消費量 ⑧
国内生産量⑨
輸入数量⑩

チーズ総消費量⑪＝⑦＋⑧
プロセスチーズ原料用の国産割合
チーズ総消費量の国産割合

チ
ー
ズ
総
消
費
量
、５
年
連
続
で
最
高
更
新

宮城県蔵王町・北原尾開拓地

１９
年
度

国
産
割
合
は
１３
％
に
低
下

～南洋パラオを忘れない～

「開魂」

農
産
物
・
食
品
輸
出
額
８
％
減

上
半
期

牛
肉
２３
％
減
、米
は
２９
％
増

「
総
合
的
」食
料
安
保
確
立
へ

骨
太
の
方
針
を
閣
議
決
定

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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野菜の月別価格指数の推移（直近３年間）
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農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た「
１９
年
農
業
物
価
指
数
」

（
１５
年
基
準
）
に
よ
る
と
、

農
産
物
価
格
指
数
は
、
野
菜

な
ど
の
価
格
低
下
に
よ
り
前

年
か
ら
２
・
２
％
低
下
し

た
。
農
業
生
産
資
材
価
格
指

数
は
１
・
２
％
上
昇
し
、
生

産
者
へ
の
負
担
が
重
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

全
体
の
農
産
物
価
格

指
数
は
１
０
９
・
３
と

な
っ
た
。
果
実
・
米
な

ど
は
上
昇
し
た
も
の

の
、
野
菜
が
出
荷
量
の

増
加
で
下
落
し
た
こ
と

が
影
響
し
た
。

類
別
で
み
る
と
、
野

菜
は
９４
・
８
で
、
前
年

か
ら
１１
・
９
％
と
大
き

く
低
下
し
た
（
図
）
。
暖
冬

で
野
菜
の
育
ち
が
良
く
出
荷

量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

低
温
な
ど
で
生
育
が
遅
れ
て

１
〜
２
月
に
価
格
が
高
騰
し

た
前
年
に
比
べ
価
格
が
低
下

し
た
た
め
。
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
で
下
が

っ
て
い
る
。

果
実
は
１
１
６
・
４
で
、

前
年
か
ら
１
・
７
％
上
昇
し

た
。
台
風
被
害
で
出
荷
が
減

り
ナ
シ
の
価
格
が
上
が
っ
た

こ
と
、
天
候
不
順
で
発
育
が

遅
れ
ブ
ド
ウ
が
値
上
が
り
し

た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

米
は
１
３
１
・
１
で
、
０

・
５
％
上
昇
し
た
。

農
業
生
産
資
材
価
格
指
数

は
１
０
１
・
９
で
、
前
年
か

ら
１
・
２
％
上
昇
し
た
。
肥

料
、
飼
料
、
農
薬
な
ど
の
価

格
が
上
昇
し
た
こ
と
が
影
響

し
た
と
み
ら
れ
る
。

農
業
交
易
条
件
指
数
（
農

産
物
価
格
指
数
／
農
業
生
産

資
材
価
格
指
数
×
１
０
０
で

計
算
）
は
１
０
７
・
３
で
、

１５
年
か
ら
上
昇
が
続
い
て
い

た
が
、
低
下
に
転
じ
た
。

※
農
業
交
易
条
件
指
数
と

は
、
生
産
者
の
収
益
環
境
の

変
化
を
示
す
。
上
昇
は
経
営

環
境
の
改
善
を
意
味
す
る

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
こ

の
ほ
ど
、
１８
年
の
「
指
定
野

菜
の
生
産
・
流
通
・
消
費
動

向
」
の
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
キ
ャ

ベ
ツ
で
前
年
よ
り
国
内
生
産

量
は
増
え
、
０８
〜
１８
年
で
一

人
当
た
り
年
間
購
入
額
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
内

供
給
量
（
国
内
生
産
量
＋
輸

入
量
）
に
対
す
る
国
産
割
合

は
レ
タ
ス
な
ど
が
横
ば
い
傾

向
で
推
移
し
て
い
る
。

【
キ
ャ
ベ
ツ
】

国
内
供
給
量
は
約
１
５
６

万
㌧（
前
年
比
６
・
１
％
増
）。

直
近
１０
年
間
で
約
１７
万
㌧
増

と
、
増
加
傾
向
で
推
移
。
供

給
量
に
占
め
る
国
産
割
合
は

約
１
４
７
万
㌧
（
前
年
比
２

・
８
％
増
）だ
っ
た
。一
方
、

輸
入
量
は
１２
年
か
ら
横
ば
い

傾
向
だ
っ
た
が
、
天
候
不
順

に
よ
り
中
国
か
ら
の
輸
入
が

急
増
し
、
前
年
か
ら
１
４
２

・
１
％
と
大
き
く
増
加
し
た
。

一
人
当
た
り
年
間
購
入
数

量
は
５
７
１
１
㌘
（
１
・
６

％
減
）と
、野
菜
の
中
で
最
も

多
く
、
販
売
価
格
に
関
わ
ら

ず
安
定
し
た
量
が
売
れ
て
い

る
（
図
１
）
。
千
切
り
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
加
工
品
も
人
気

で
、
年
間
購
入
金
額
は
１
０

７
４
円
と
上
昇
し
て
い
る
。

【
ハ
ク
サ
イ
】

国
内
供
給
量
は
約
９０
・
６

万
㌧
（
２
・
５
％
増
）
。
国

産
割
合
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
だ

が
、
前
年
か
ら
輸
入
量
が
約

１
・
６
万
㌧
と
５
倍
超
に
増

加
し
た
。

一
人
当
た
り
年
間
購
入
数

量
は
２
６
１
３
㌘
（
２
・
３

％
減
）
。
１４
年
を
ピ
ー
ク
に

減
っ
て
い
る
が
、
購
入
金
額

は
直
近
１０
年
で
増
加
傾
向
。

家
庭
で
手
軽
に
利
用
で
き
る

鍋
つ
ゆ
の
普
及
が
一
因
と
み

ら
れ
て
い
る
。

【
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
】

国
内
供
給
量
は
約
２８
・
０

万
㌧
（
２
・
６
％
増
）
。
国

産
割
合
は
前
年
と
同
じ
だ

が
、
輸
入
量
が
１５
・
６
％
増

加
。
０８
年
と
比
べ
約
１１
％
減

少
し
、
輸
入
の
冷
凍
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
普
及
な
ど
で
低
下

傾
向
が
続
い
た
。

一
人
当
た
り
年
間
購
入
数

量
は
１
０
２
５
㌘
（
７
・
４

％
増
）
と
前
年
か
ら
増
え
た

が
、
直
近
１０
年
は
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
０８
年
と
比

べ
て
１８
・
５
％
と
大
き
く
減

っ
た
。
一
方
、
購
入
金
額
は

約
８
０
０
円
と
前
年
か
ら
増

加
し
て
お
り
、
直
近
１０
年
で

平
均
し
て
７
０
０
円
前
後
。

値
段
に
よ
り
購
入
数
量
が
増

減
し
て
い
る
。

【
レ
タ
ス
】

国
内
供
給
量
は
約
６０
・
３

万
㌧
（
１
・
２
％
増
）
で
、

１２
年
か
ら
横
ば
い
傾
向
。
０８

年
と
比
べ
１０
・
４
％
増
加
し

た
。
国
産
割
合
は
前
年
か
ら

０
・
５
％
増
と
微
増
だ
っ
た

が
、
直
近
３
年
は
横
ば
い
傾

向
が
続
く
。

一
人
当
た
り
年
間
購
入
数

量
は
２
１
０
８
㌘
（
１
・
６

％
増
）
と
、
０８
年
か
ら
１７
％

増
え
た
。
販
売
価
格
に
関
係

な
く
増
加
傾
向
（
図
２
）
。

加
熱
調
理
や
サ
ラ
ダ
で
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
た
め
と
み

ら
れ
る
。
購
入
金
額
は
直
近

１０
年
で
は
増
加
傾
向
だ
が
、

１５
〜
１６
年
を
ピ
ー
ク
に
１７
〜

１８
年
は
低
下
し
て
い
る
。

【
ダ
イ
コ
ン
】

国
内
供
給
量
は
約
１
３
５

万
㌧
（
１
・
５
％
増
）
で
、

０８
年
と
比
べ
て
１６
・
１
％
減

り
、
減
少
傾
向
が
続
い
た
。

国
産
割
合
は
前
年
か
ら
輸
入

が
３
倍
以
上
増
加
し
た
こ
と

も
影
響
し
微
減
。
０８
年
か
ら

１６
・
９
％
減
少
し
た
。

一
人
当
た
り
年
間
購
入
数

量
は
３
９
２
６
㌘
（
９
・
５

％
減
）
。
１４
年
以
降
減
少
傾

向
で
、
０８
年
と
比
べ
２１
・
１

％
と
大
き
く
減
少
し
た
。
対

し
て
、
購
入
金
額
は
直
近
１０

年
で
増
加
傾
向
だ
が
、
価
格

が
上
が
る
と
購
入
量
が
減
る

傾
向
に
あ
っ
た
。

暑
さ
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、

農
水
省
は
農
作
業
中
の
熱
中

症
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
対
策
と
熱
中
症
対

策
の
兼
ね
合
い
が
重
要
と
な

る
た
め
、
可
能
な
時
に
は
マ

ス
ク
を
外
す
な
ど
の
対
応
を

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

３１
度
超
え
の
日
に
注
意

全
国
的
に
高
温
の
日
が
続

く
地
域
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
２５
度
以
上
は
「
警
戒
」、

２８
度
以
上
は
「
厳
重
警
戒
」、

３１
度
を
超
え
る
場
合
は
「
危

険
」
と
基
準
が
決
ま
っ
て
い

る
。
涼
し
い
地
域
で
あ
っ
て

も
、
気
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ

ッ
ク
し
十
分
に
注
意
す
る
。

新
し
い
生
活
様
式
を
意
識

人
と
人
と
の
距
離
を
十
分

保
つ
、
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
、
手
洗
い
、
３
密
（
密

集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け

る
、
な
ど
の
新
し
い
生
活
様

式
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
マ
ス

ク
の
着
用
は
熱
中
症
の
リ
ス

ク
を
上
げ
る
た
め
、
適
宜
外

す
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

人
と
２
㍍
以
上
の
十
分
な

距
離
が
取
れ
る
場
合
に
は
、

マ
ス
ク
は
外
し
て
作
業
を
行

う
。
休
憩
時
に
も
、
人
と
距

離
が
取
れ
る
場
合
に
は
外
す

よ
う
に
す
る
。
マ
ス
ク
を
し

て
い
る
際
に
は
強
い
負
荷
が

か
か
る
作
業
は
避
け
る
。

冷
房
施
設
で
も
換
気
を

室
内
で
の
作
業
時
な
ど
、

冷
房
を
か
け
て
い
る
場
所
で

も
、
換
気
を
定
期
的
に
行

う
。
室
内
の
気
温
は
換
気
で

上
昇
す
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン

で
温
度
を
調
整
す
る
な
ど
工

夫
す
る
。
日
頃
の
体
温
測
定

や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

体
調
が
悪
い
日
は
作
業
を
行

わ
な
い
な
ど
、
無
理
の
な
い

よ
う
に
す
る
。

屋
外
で
は
「
暑
さ
指
数
計

（
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
湿

度
や
日
射
な
ど
を
測
る
も

の
）
」
を
使
う
（
図
）
な
ど

工
夫
し
、
気
温
が
高
い
時
に

は
無
理
を
せ
ず
、
水
分
・
塩

分
補
給
な
ど
に
努
め
る
。

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
「
１９
年
産
花
き
の
作
付

面
積
及
び
出
荷
量
」
に
よ
る

と
、多
く
の
品
目
で
出
荷
量
・

作
付
面
積
と
も
に
減
少
し
て

い
る
。
い
ず
れ
の
品
目
も
生

産
者
の
高
齢
化
な
ど
が
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

た
。切

り
花
類
の
出
荷
量
は
３４

億
８
２
０
０
万
本
で
、
前
年

産
か
ら
５
２
０
０
万
本
（
１

％
）
減
少
し
た
（
図
）
。
作

付
面
積
は
１
万
３
８
０
０
㌶

で
、前
年
か
ら
３
７
０
㌶（
３

％
）
減
少
し
た
。

○
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
出

荷
量
が
２
億
２
２
７
０
万
本

で
、
１
１
４
０
万
本（
５
％
）

減
っ
た
。
作
付
面
積
は
２
７

１
㌶
で
、
１９
㌶
（
７
％
）
減

少
。
県
別
で
は
、
長
野
２１
％
、

愛
知
２０
％
、
北
海
道
・
兵
庫

が
９
％
な
ど
で
多
く
、
上
位

４
県
で
全
体
の
約
６
割
を
占

め
る
。

○
バ
ラ
は
出
荷
量
が
２
億

２
１
２
０
万
本
で
、
１
４
８

０
万
本（
６
％
）減
少
し
た
。

作
付
面
積
は
３
０
２
㌶
で
、

２３
㌶
（
７
％
）
減
少
し
た
。

県
別
で
は
、
愛
知
１８
％
、
静

岡
９
％
、
山
形
・
福
岡
７
％

の
順
で
高
い
。

○
リ
ン
ド
ウ
は
出
荷
量
が

８
５
２
０
万
本
で
、
３
７
０

万
本
（
４
％
）
減
少
。
作
付

面
積
は
４
２
２
㌶
で
、
１０
㌶

（
２
％
）
減
少
し
た
。
県
別

で
は
、
岩
手
５７
％
、
秋
田
１５

％
、山
形
８
％
の
順
で
多
く
、

上
位
３
県
で
全
体
の
８
割
を

占
め
る
。

○
ユ
リ
は
出
荷
量
が
１
億

２
４
０
０
万
本
で
、
６
３
０

万
本
（
５
％
）
減
少
し
た
。

作
付
面
積
は
６
９
３
㌶
で
、

２０
㌶（
３
％
）減
少
。
県
別
で

は
、埼
玉
２０
％
、高
知
１１
％
、

新
潟
９
％
の
順
で
、
上
位
３

県
で
約
４
割
を
占
め
る
。

○
切
り
葉
、
切
り
枝
、
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
そ
れ
ぞ

れ
出
荷
量
が
８
７
０
万
本

（
８
％
）
、
２
８
０
万
本
（
１

％
）、２
８
０
万
本
（
５
％
）

増
加
し
て
い
る
。

鉢
も
の
類
の
出
荷
量
は
２

億
５
０
０
万
鉢
で
、
４
６
０

万
鉢
（
２
％
）
減
少
。
収
穫

面
積
は
１
５
４
９
㌶
で
、
５６

㌶（
３
％
）減
少
し
た
。
県
別

で
は
、
愛
知
２６
％
、
埼
玉
１０

％
、
岐
阜
・
静
岡
７
％
の
順

で
高
く
、
上
位
４
県
で
約
５

割
を
占
め
る
。

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
注
意

０８～１８年調査 レタスの購入量が増加傾向

「
新
し
い
生
活
様
式
」で
の
予
防
行
動

キャベツは安定して推移

バラは６％下げ

切り花類の
出荷１％減

１９年産

農
産
物
価
格
指
数
が
２.２
％
低
下

１９
年
野
菜
の
１２
％
下
落
が
影
響
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タイバーの設置

図 農業用ハウスの被害防止対策

型斜

全国で大規模な災害が頻発してい
る。特に、台風や大雨による被害は深
刻なものであり、少しでも被害を軽減
するため対策の必要性が高まってい
る。ハウス栽培における台風対策を中
心に改めて確認したい。
事前準備
平時に、自身の所有するハウスが耐
えられる風速を調べておく。パイプハ
ウスは補強を行うことで、耐風性を高
めることができる。特に、過去に被害
を受けた場合は、タイバーやＸ型斜材
の設置による補強（下図）を行ってお
く。パイプ径が太いほど耐風性は高く
なる。
ハウスを新設する際は、周囲の地形
や風向き、過去の気象データなどを踏

まえた上で、耐候性ハウスの設置も検
討する。
各部の点検も徹底する。見るべき箇

たに どい

所は、谷樋や柱の腐食やサビ、留め金
具のゆるみ、被覆のゆるみなど。また、
作付けしていない場合は、被覆資材を
外しておく。被覆資材を張り替える時
は、併せてパイプの不調も点検すると
効率的。
風が吹き込むと、大きな被害を生じ
る。スプリングやパッカーでサイドビ
ニールを留めてばたつきを防ぐ。
周辺では、雨水の滞留やハウス内へ
の水の侵入を防ぐために地面を整備す
る。排水路がゴミでふさがれていない
か、燃料タンクやガスボンベがしっか
りと固定されているかも確認してお

く。
台風接近時には、
農水省が作成した
「チェックシート」
（右表）を活用し、
対策で不十分な箇所
がないか改めて確認
する。台風通過中に
無理な作業は行わな
いこと。
事後対応
浸水などにあった
ほ場は、排水ポンプ
によるくみ上げなど
で速やかな排水に努
める。
台風通過後にハウ
ス各部を点検し、必
要に応じて補修す
る。構造体のボルト、筋かいを締め直
す。筋かいは端からきつく締めるので
はなく、ハウス全体が均等に緊張する
よう締めつける。
支柱、防虫ネットなどの資材や栽培
施設は異常がないかできる限り早期に
点検・修復を行い、環境制御装置や電
照・補光関連設備（電球、タイマー等）
については、速やかに作動状況の点検
を行う。

通過後は、強い日射しによりハウス
内温度が急上昇する。高温障害が生じ
やすいので、フィルム巻き上げなど換
気操作を行う。
停電が発生した場合は、速やかに手
動または非常用電源の作動による換気
などで高温防止対策を行う。作物のし
おれが予想される時も、速やかに手動
または非常用電源を利用してかん水を
行う。

鳥獣被害は営農意欲の減退、耕作放
棄・離農者の増加、車両との衝突事故
など被害額として数字に表れる以上に
農村に影響を及ぼしている。
特に秋は、イノシシやシカの繁殖時
期であり、エサを狙って農村に出没す

え づ

ることが多くなる。餌付けしてしまう
と、頭数が増えて翌年以降の被害が大
きくなる。これら野生動物の被害防止
に重要な点をまとめた。
動物ごとの特徴
イノシシは農作物の食害だけでな

く、耕地を掘り起こす、土手・水路を
くずすなど土地への被害を及ぼす。臆
病で警戒心が強く、パニックになった
時には人間に向かってくるため、注意

が必要である。
シカは、特定の縄張りを持たない。
２ｍ程度の柵であれば飛び越せるが、
通常は柵の下から潜り込む。
寄せ付けない環境づくり
農村へ定着しないように環境づくり
をする必要がある。農地に接した草む
らやヤブを刈り払い、野生動物の隠れ
場所をなくす。雑草が生い茂った耕作
放棄地も侵入しやすい。農地との間に、
見通しの良い緩衝地帯を設けることで
近付きにくくなる。
廃棄した野菜や収穫しない果実は、
そのまま放置しておかない。コンポス
ト容器での堆肥化や農地に埋めるなど
して処理する。カキやクリなどの放任

果樹があれば除去も検討する。
侵入防止柵は、効果が高まるように
設置する。ワイヤーメッシュ柵は、上
部を少し外側に折り返すと侵入されに
くくなる。電気柵は、電線に雑草など
が触れて漏電しないよう、日頃からメ
ンテナンスを欠かさないことが大切。

また、人への感電を防ぐため注意表示
を設けるなど、法令を守って使用しな
ければならない。トタン板は、板と板
の間や接地面をしっかり固定する。
これらの対策は、農家ごとに個別で
行うよりも、地域全体で連携して実施
することが重要となる。

農水省はこのほど、「１９年産キウイ
フルーツの結果樹面積、収穫量及び出
荷量」を公表した。収穫量は、大幅な
減少となった前年産に比べ、１％増加
した。
結果樹面積は、１８年産に比べ５０ha

（３％）減少して１９００ha となった。１０
ａ当たり収量は、天候不順で大きく減
少した１８年産より改善し、５０㎏（４％）
上回る１３３０㎏となった。
収穫量は３００ｔ（１％）増の２万５３００
ｔ、出荷量は７００ｔ（３％）増の２万２５００
ｔとなっている。都道府県別の収穫量
割合は、愛媛が２４％、福岡が２１％、和
歌山が１２％となっており、この３県で
全国の約６割を占めている。

農水省は、土壌くん蒸剤として使
われている「クロルピクリン剤」の
適正使用について注意を呼びかけて
いる。
同省は昨年、使用実態や現場での
指導方法について全国調査を行った
ところ、ほとんどの都道府県におい
て、主に根菜類、花き類・観葉植物
で使用されていた。また、９割以上
の産地で使用時の完全被覆が実施さ
れていたが、一部では、「近くに住宅
がない」「栽培面積が広い」「コス
トがかかる」などの理由で、被覆が
実施されていないケースもあった。
同剤は刺激性があることから、農
業者自身だけでなく周辺住民にも被
害が生じることがないよう、生産現
場での適正な取り扱いを徹底するこ
とが必要。改めて使用上の注意点を
確認したい。

同剤を使用する際は、近くに住宅地
がない場合でも被覆をしなければなら
ない。自身だけでなく、周辺で被覆せ
ずに使用する農業者がいたら注意す
る。農業者自身が危険意識を持つこと
が重要である。特に周辺に住宅地があ
る場合、被害が生じないよう以下の取
り組みを行う。
①周辺住民への説明や事前の周知を
徹底する。使用目的や日時も知らせて
おく。②被覆をしっかり行う。これま
で被覆をしていた場合も、その方法が
正しいかなど改めて基本を徹底する。
③被害防止のため、追加で対策を行う。
「風向きや気温を考慮した薬剤処理の
徹底」「厚さ０．０３ｍｍ以上や薬剤を通
しにくい資材の活用」「処理と同時に
被覆が行える機材の活用」などがさら
なるリスク低減に効果があると期待で
きる。

表 台風前のチェックリスト
情
報
収
集
① 最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックしていますか。

周
辺
整
備

② ハウス周辺から飛来が予想されるものを片付けましたか。

③ 燃料タンクやガスボンベ等はしっかりと固定されていますか。

④
たに どい たて どい

施設周辺の排水溝やハウスの谷樋、縦樋等のゴミは取り除きまし
たか。

停
電
対
策

⑤ タンクにかん水用水を貯水しましたか。

⑥ 自動換気（天窓、側窓）・遮光カーテンの手動開閉の操作器具や
足場は準備できていますか。

⑦ （発電機を持っている場合）
非常用発電機を養液栽培装置、環境制御装置に接続しましたか。

破
損
・
倒
壊
対
策

⑧ 被覆資材のたるみや破れはありませんか。

⑨ 換気部（サイド部、谷部）、被覆材の隙間等の風の吹き込み口と
なる箇所はありませんか。

⑩ ハウスバンド、被覆材の留め金具に緩みはありませんか。

⑪ ブレースや筋かいの留め金具に緩みはありませんか。

⑫ 基礎部、接続部分、谷樋・柱に腐食・サビはありませんか。

⑬ 準備していた斜材を設置するなど応急的な補強はしましたか。

⑭ ハウスの出入り口の補強（かんぬき等）や戸締まりはしましたか。

⑮ （換気扇のあるハウス）
換気扇をまわして排気し、ハウス内を減圧していますか。

図・表ともに農水省の資料より

補強や各部点検など事前確認を補強や各部点検など事前確認を
ハウス栽培の台風対策

寄せ付けない環境づくり大切
秋のイノシシ・シカ被害に警戒

農水省、土壌くん蒸剤の適正使用求める
被覆徹底で周辺住民への被害防止

１９年産キウイフルーツ

収穫量１％増加


